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大お
お

久く

保ぼ

一い
ち

蔵ぞ
う

外ほ
か

二に

名め
い

書し
ょ

状じ
ょ
う

大
久
保
一
蔵
は
文
政
十
三
年（
１
８
３
０
）

８
月
10
日
、高こ
う
ら
い麗
町（
現
在
の
鹿
児
島
市
高
麗

町
）
に
生
ま
れ
、
後
に
利と
し
み
ち通
と
改
名
し
ま
し

た
。
こ
の
一
蔵
こ
そ
誠せ
い

忠ち
ゅ
う

組ぐ
み

を
結
成
し
、
版

籍
奉
還
や
廃
藩
置
県
を
断
行
す
る
な
ど
、
幕

末
維
新
期
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
、

大
久
保
利
通
そ
の
人
で
す
。

一
蔵
は
下
級
士
族
の
生
ま
れ
で
し
た
が
、

鹿
児
島
藩
の
島
津
斉な

り

彬あ
き
ら

や
島
津
久
光
に
そ
の

能
力
を
評
価
さ
れ
、
江
戸
に
上
り
ま
し
た
。

倒
幕
を
果
た
し
た
後
、
明
治
政
府
で
は
実
質

上
の
最
高
権
力
者
と
し
て
活

躍
。
西
郷
隆
盛
、
木
戸
孝た
か
よ
し允

ら
と
共
に
「
維
新
の
三さ
ん
け
つ傑
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
状
は
、
文
久
三
年

（
１
８
６
３
）
９
月
27
日
付

の
も
の
で
、
大
久
保
一
蔵
ほ

か
２
人
が
佐
賀
関
か
ら
国
元

（
鹿
児
島
藩
）
に
宛
て
た
も

の
で
す
。
幕
政
改
革
要
求
の

た
め
に
京
都
・
江
戸
に
上
っ

た
島
津
久
光
が
目
的
を
果
た

し
、
無
事
に
佐
賀
関
を
出
発

し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
内
容

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

状じ
ょ
う

都
城
島
津

今
月
の
お
す
す
め
の
本

都城市立図書館
☎22‒0239
高 城 図 書 館
☎58‒4224

◎問い合わせ
1月21日↑

2月15日図書館だより
「零戦の子 伝説の猛将・亀井凱夫とその兄弟」
武田頼政（著）　文芸春秋（出版）

日本で初めて夜間の空母着艦に成功
した戦闘機乗りの草分け的存在、亀
井凱

よし

夫
お

。彼が残した日記や手紙を元
に、彼の兄弟や親子の生涯と、大日
本帝国の最後を描く。

「本の底力 ネット ウェブ時代に本を読む」
高橋文夫（著）　新曜社（出版）

ネット全盛の今だからこそ必要とさ
れる新時代の読書法とは。タブレッ
ト端末の普及、本や雑誌の行く末、
本の底力などについて考える、スマ
ホが手放せない人にも必読の一冊。

「妖怪大百科　元祖」
実吉達郎（著）　竹書房（出版）

“元祖”古典妖怪から今どきの都市
伝説妖怪まで、イラストを交えて紹
介。漫画やゲームのモデルになった、
怖くて楽しい妖怪たちが満載。

「日本全国地名のひみつ」
今尾恵介（監修）　PHP研究所（出版）

地名はどのようにして付けられたの
か。観光地や名所の地名、おもしろ
い地名などの由来を、写真やイラス
トで紹介。地名の由来や歴史への関
心が高まる一冊。

一般一般

児童児童

都城市立図書館 ●休館日／１月26日、２月２日・５日・９日・11日 ●開館時間／９：30～18：50
  　※水曜日は20：00まで開館
高 城 図 書 館 ●休館日／１月27日、２月３日・10日・11日・15日 ●開館時間／９：30～18：00

都
城
市
立
図
書
館

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
１
月
22
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
２
月
14
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

ね
ず
み
き
ょ
う
（
日
本

の
民
話
）　

ほ
か

高
城
図
書
館

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

●
１
月
31
日
㈯　

11
時
〜

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日
曜
日

に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】

●
都
城
市
立
図
書
館

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
節
分
特
集
」

ほ
か

●
高
城
図
書
館

「
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
」

「
煮
込
み
料
理
特
集
」
ほ
か

読
み
聞
か
せ
の
部
屋



このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

QUIZ

読
者
か
ら
の
お
便
り

Vol.109

今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

■11月号クイズの結果【応募総数38通】
◎正解／①10　②安全　③子育て

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

春には「希望」の意味があると言われています。
芽生え、開花、そして清らかに澄みきった空気。
深呼吸したら清々しさが肺の中まで染み渡って、
気持ちよくなります。
春になると、目に映る景色も生き生きとして、

希望がどんどん溢れてきます。現在、中国と日本
の関係は「冬」ともいえる厳しい関係にあります。
しかし、いつかきっと、「日中の春が来る」と信じ
ています。
そのためには交流が必要です。両国の国民が友
好の橋を作れば、国と国の関係もよくなります。
現在、民間レベルでいろいろな草の根の活動とも
いえる友好交流が盛んに行われています。隣人同
士が仲間のように付き合うのは当たり前のことで
す。一般的にけんかの原因は、相手の考えが理解
できないことです。自らの目で相手国の文化や生
活を体験すれば、けんかはしないでしょう。
違う国、異なる民族が、お互いの偏見を無くし
て、仲の良い「日中の春」が到来することを期待
してやみません。

冬来たりなば春遠からじ

●
各
種
税
金
の
納
付
に
つ
い
て
、
市
民
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
を
改
め
て
意
識
し
ま

し
た
。
未
払
い
が
原
因
で
起
き
る
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
蓑
原
町　

K
・
I
さ
ん
）

 

●
児
童
虐
待
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
子

ど
も
は
無
抵
抗
な
上
に
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
中
に
子
ど
も
を
足
蹴
り
す

る
母
親
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、心
が
痛
み
、そ

の
子
の
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
高
城
町
大
井
手　

ゴ
ン
太
ば
ぁ
〜
ば
さ
ん
）

 

●
日
本
一
の
肉
の
ま
ち
の
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
。
今
年
も

都
合
が
悪
く
参
加
で
き
ず
に
残
念
で
し
た
。
来
年
こ

そ
は
、
夫
婦
で
参
加
し
た
い
で
す
。

（
山
之
口
町
富
吉　

カ
タ
メ
イ
さ
ん
）

 

●
人
の
風
景
に
登
場
し
た
小
山
さ
ん
。「
わ
た
ぼ
う
し
大

賞
」
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
が
ち
な
私
で
し
た
が
、
全
て
に
感
謝
し
、

明
る
く
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
蓑
原
町　

ス
ィ
チ
ョ
ン
さ
ん
）

 

●
国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と
を
読
ん
で
、
人
生
は
思

い
も
か
け
な
い
こ
と
が
起
こ
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
縁
友
が
そ
ば
に
い

て
く
れ
る
と
、
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
早
水
町　

Ｔ
さ
ん
）

問　①市民の財産と安全を守る○○団活動に参加し
　　　てみませんか

答  
問　②市・県民税の○○をお忘れなく

答  
問　③平成27年がスタート。
　　　あなたの今年の目標は？（自由回答）

答  

朱
しゅ

嫣
えん

さん（中国）Vol.3



商品提供事業者

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展　益田玉

ぎょく

城
じょう

没後60年特集
　「いつくしむ日々」3月1日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「少し昔の道具展～米づくりと昔のくらし」
　 4月19日㈰まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　 9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※2月2日㈪～6日㈮は、伝承館は展示替え作業のため休館
◎都城島津伝承館特別展「紫舟と都城島津家史料の出会い
　みやこんじょ力の発信」 2月1日㈰まで
　特別展期間中は金～日曜日は18：00まで開館
　期間中は無休
　特別展期間中の本宅・石蔵の観覧料は
　一般400円　高校・大学生300円　中学生以下無料

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　 9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　 9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生160円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10：00～15：00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上310円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

POST　CARD

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　-

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.109  2015年1月号）

8 8 5 8 5 5 552 円切手を
お貼りください

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や1月号を読んだ感想を書いて
　〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で1人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 1月30日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙 3月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎11月号当選者　藤村 久美子さん（金田町）

今月の「 6次化だより」
にも登場した観音池ポ
ーク。生産者が愛情を
こめて育てた豚を使っ
たメンチカツの詰め合
わせです。「おふくろ
の味」として好評の同
商品をぜひご賞味くだ
さい。

施設案内
※1月21日～ 2月15日の日程

観音池ポーク（高城町）　☎58-5499

【メンチカツセット 1人】



ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
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世界が認めた和太鼓エンターテイ
ンメント「TAO」の2年ぶりの都
城公演。今回は、都城でしか見
られないスペシャルパフォーマン
スをお届けします！

●日　時　 2月28日㈯　
　開演18：00（開場17：30）
●料　金　全席指定　
　5,000円（当日は500円増し）
※未就学児入場不可
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成26年12月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 71,216世帯 （1） （355）
人口総数 166,316人 （－62）（－1,023）
男　　性 77,871人 （－21）（－474）
女　　性 88,445人 （－41）（－549）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～
　③17：50 ～　④20：50 ～
　⑤22：50 ～

市の提供番組紹介

イベントカレンダー （1月21日～2月22日）
※【　】内は場所、 は問い合わせ先

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

都城市エリア

1
月

25日㈰　9：00 ～
高崎クロスカントリー大会【高崎総合公園】
高崎地区体育協会事務局　☎62-1111

2
月

1日㈰　10：00 ～
南九州駅伝競走大会【国道221号～国道10号】
スポーツ振興課　☎23-9546

８日㈰　9：00 ～ 12：00
都城ぼんち市【東中町通り】
都城商工会議所　☎23-0001

８日㈰　10：00 ～ 15：00
くまその里よろず市【滝の駅せきのお】
くまその里よろず市実行委員会　☎37-3405

環霧島エリア

2
月

14日㈯　9：30 ～ ※2月6日㈮までに申し込み
九州オルレ霧島妙見ウオーキング【塩

しお

浸
びたし

温泉龍馬公園】
 霧島市観光課　☎0995-64-0895

21日㈯・22日㈰　8：00 ～ 16：00
こばやし霧島連山絶景ウオーク【小林総合運動公園】
 小林市商工観光課　☎0984-23-1174

赤津ストヤーノフ樹
じゅ

里
り

亜
あ

ピアノリサイタル
「青い鳥」

TAO 2015 FIRST LIVE

福島県いわき市出身の新進
ピアニスト。クラシックの名曲やふるさとの復興に思いを
はせて作曲したオリジナル曲を披露します。

●日　時　 2月15日㈰　14：00開演
●料　金　一般　2,000円　高校生以下　1,500円
　　　　　（当日は500円増し）
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

霧島市

小林市

あけましておめでとうございます。昨年は、さまざま
なイベントの取材などで市民の皆さんにお世話にな

りました。今年度、担当名が「広報戦略担当」と変わり、
皆さんに情報をお知らせするだけではなく、より効果的に
ＰＲしていこうと業務に取り組みました。インターネット
サービスの充実やふるさと納税のリニューアル、テレビの
全国放送。そして今年は、人と人とを結ぶ「コーディネー
ター」の役割にも力を入れながら、人材（財）の発掘にも
踏み込んでいきたいと目標を新たにしました。（真）

けんらん豪華な歴史絵巻
11月23日、島津発祥まつりの催

しの一つ、明道館パレードが行わ
れました。都城島津家歴代当主
や、戊辰戦争で活躍した私領一番
隊などにふんした参加者らが、都
城島津邸から神柱宮までの行程
を華やかに練り歩きました。
そのほか島津荘園と銘打った催しでは、自

じ

顕
げん

流
りゅう

や人力車の
搭乗体験などが行われ、たくさんの来場者でにぎわいました。


